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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 3,113 △6.3 238 △35.5 326 △34.4 227 △33.5

2024年３月期第１四半期 3,321 △3.3 369 △36.5 497 △27.1 341 △27.1

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 303百万円（△38.5％） 2024年３月期第１四半期 494百万円（△5.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 31.31 －

2024年３月期第１四半期 47.05 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 18,600 15,348 82.5

2024年３月期 18,924 15,390 81.3

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 15,348百万円 2024年３月期 15,390百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 47.00 － 48.00 95.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 40.00 － 40.00 80.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 6,200 △2.7 560 △20.9 570 △33.0 400 △30.5 55.04

通期 13,000 6.3 1,300 18.7 1,320 4.0 920 7.9 126.60

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 7,743,000株 2024年３月期 7,743,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 476,457株 2024年３月期 476,457株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 7,266,543株 2024年３月期１Ｑ 7,266,543株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社  （社名）KEL Europe GmbH、 除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、当該業績

予想に関する事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの

将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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地域別 売上高（百万円） 前年四半期比（％）

　日本 1,664 △21.5%

　中国 548 32.6%

　その他アジア 435 △6.4%

　欧州 384 76.3%

　北中米 81 △22.5%

合計 3,113 △6.3%

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続いている一方、資源価格や原材料価格 

の高騰、円安による物価の上昇、世界情勢の緊迫化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。ウク

ライナ情勢の長期化による地政学リスクの増大や世界経済の減速見通しを背景とした輸出の低迷やエネルギー価格

の高騰、急激な為替変動など経済動向は不透明な状況が続きました。

　当社グループが属するエレクトロニクス業界は、世界的な半導体関連需要の低迷から改善の兆候が見られたもの

の、需要の牽引役である半導体製造装置等の工業機器市場の回復のペースはバラつきがあり、在庫調整による需要

の減少が一部で継続し、車載機器市場につきましても本格的な受注回復には至っておりません。

　このような状況の下、当社グループは注力市場の動向を見極めた受注活動を展開するとともに、生産性の向上に

よるコスト削減、設備投資の効率化や諸経費の抑制など経営全般にわたり効率化を推し進め、企業基盤のさらなる

強化に努めてまいりました。当社グループは納期の改善に向け生産の効率化を推進してきましたが、売上は工業機

器向けを中心に生産調整の影響を受け減少いたしました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は31億13百万円（前年同四半期比6.3％減少）、利

益面につきましては営業利益２億38百万円（同35.5％減少）、経常利益は外貨建債権債務の評価替え等による為替

差益59百万円の計上もありましたが、３億26百万円（同34.4％減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億27

百万円（同33.5％減少）となりました。

　品目別の業績を示すと、次のとおりであります。なお、当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラ

ック、ソケット等の製造・販売を行っているため、品目別の業績を示しております。

イ．コネクタ

　車載機器向け、半導体製造装置向けフローティングコネクタの受注は堅調に推移したものの、監視カメラ、

業務用カメラ等の画像機器向け極細同軸ケーブル用コネクタ、ファクトリーオートメーション機器向けの受注

が減少し、売上高は26億80百万円（前年同四半期比8.8％減少）となりました。

ロ．ラック

　車両関連（鉄道）、医療機器向け特注ラックの売上が増加し、売上高は３億80百万円（同36.9％増加）とな

りました。

ハ．ソケット

　遊技機器向けの受注が減少したことにより、売上高は31百万円（同62.2％減少）となりました。

ニ．その他

　その他の売上高は、20百万円（同6.5％減少）となりました。

　地域別の売上高は、次のとおりであります。

（注）１．売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　　　２．その他アジアに属する地域の内訳は、台湾、韓国、タイ等であります。
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（２）財政状態に関する説明

　資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億24百万円減少し、186億円とな

りました。これは、現金及び預金の減少額５億90百万円があったこと等によるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ２億82百万円減少し、32億51百万円となりました。これは、電

子記録債務の減少額３億17百万円があったこと等によるものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ42百万円減少し153億48百万円となり、自己資本比率は前連

結会計年度末に比べ、1.2ポイント上昇し、82.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年５月９日に公表しました第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,342,048 4,751,159

受取手形及び売掛金 2,842,259 2,924,918

電子記録債権 1,271,196 1,219,176

有価証券 174,221 183,043

商品及び製品 678,093 861,156

仕掛品 101,949 102,643

原材料及び貯蔵品 1,481,863 1,533,012

その他 132,221 174,300

貸倒引当金 △3,873 △3,999

流動資産合計 12,019,979 11,745,412

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,367,139 1,396,285

機械装置及び運搬具（純額） 1,446,242 1,383,011

工具、器具及び備品（純額） 363,095 297,431

土地 1,171,754 1,171,754

建設仮勘定 8,511 －

有形固定資産合計 4,356,743 4,248,483

無形固定資産 193,301 201,381

投資その他の資産

投資有価証券 1,251,136 1,357,418

その他 1,103,098 1,047,375

投資その他の資産合計 2,354,235 2,404,793

固定資産合計 6,904,279 6,854,657

資産合計 18,924,258 18,600,070

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 608,922 599,342

電子記録債務 1,162,934 845,074

短期借入金 450,000 450,000

未払法人税等 30,730 107,888

賞与引当金 234,684 204,390

役員賞与引当金 40,000 8,500

その他 450,417 479,266

流動負債合計 2,977,690 2,694,462

固定負債

退職給付に係る負債 494,533 495,171

その他 61,334 61,915

固定負債合計 555,868 557,087

負債合計 3,533,558 3,251,550

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,617,000 1,617,000

資本剰余金 1,440,058 1,440,058

利益剰余金 11,759,220 11,640,619

自己株式 △246,674 △246,674

株主資本合計 14,569,603 14,451,003

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 550,497 547,507

為替換算調整勘定 271,483 350,408

退職給付に係る調整累計額 △883 △399

その他の包括利益累計額合計 821,096 897,516

純資産合計 15,390,700 15,348,520

負債純資産合計 18,924,258 18,600,070
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 3,321,860 3,113,467

売上原価 2,353,771 2,228,660

売上総利益 968,089 884,807

販売費及び一般管理費 598,615 646,642

営業利益 369,473 238,165

営業外収益

受取利息 2,390 3,006

受取配当金 26,288 25,165

為替差益 91,515 59,612

助成金収入 7,204 －

その他 1,275 1,252

営業外収益合計 128,675 89,036

営業外費用

支払利息 686 717

その他 6 5

営業外費用合計 692 722

経常利益 497,456 326,479

特別損失

固定資産除却損 0 212

特別損失合計 0 212

税金等調整前四半期純利益 497,456 326,267

法人税、住民税及び事業税 108,035 97,314

法人税等調整額 47,492 1,435

法人税等合計 155,527 98,750

四半期純利益 341,928 227,516

親会社株主に帰属する四半期純利益 341,928 227,516

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 341,928 227,516

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 88,872 △2,989

為替換算調整勘定 63,249 78,925

退職給付に係る調整額 289 483

その他の包括利益合計 152,411 76,420

四半期包括利益 494,340 303,936

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 494,340 303,936

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成方法）

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 243,669千円 234,676千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　

2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　当社グループは、単一セグメントに属するコネクタ、ラック、ソケット等の製造・販売を行っているため、記

載を省略しております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月６日

ケル株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

　　　東　京　事　務　所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 郷右近　隆也

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 原　　康二

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているケル株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日まで

の連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2024年4月1日から2024年6月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2024年4

月1日から2024年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略

が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記

載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な

不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は

否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づい

ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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